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スマトラ島西方沖地震津波被害調査
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１．はじめに

2010年10月25日23時42分（日本時間、現地で

は同21時42分）、インドネシア・スマトラ島西

方沖でM7.7の地震が発生し、震源近傍のムンタ

ワイ諸島を中心として津波被害が発生した（図

-1）。同年11月10日～13日、国総研と独立行政

法人港湾空港技術研究所は合同調査チームとし

てインドネシア海洋水産省等とともに現地にお

いて被害調査を行ったので報告する。

２．調査内容と主な調査結果

ムンタワイ諸島のうち北パガイ島及び南パガ

イ島において、津波の痕跡を測量することによ

り到達した津波の高さを明らかにするとともに、

住民の聞き取りにより津波の浸水状況、避難状

況等を把握した。なお、現地への交通手段は通

常はスマトラ島本土からフェリー（所要約10時
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図-1 ムンタワイ諸島の位置

写真-1 痕跡高の測定（白線位置が痕跡高）

間）のみで被災により途絶していたが、インド

ネシア側の協力により渡航できた。また、携帯

電話の使用も困難な状況であった。

北パガイ島及び南パガイ島の津波は概ね約6m

の高さであり、レンガ造家屋の全壊等の建物被

害が発生していた。津波の高さは一部で7～8m

に達した（図-2）。また、住民同士の避難呼び

かけの有無によって集落ごとに人的被害の規模

が大きく変化したこと等が分かった。
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図-2 痕跡高の分布

３．おわりに

調査の対象地域は、インドネシアのなかで離

島である。交通手段、通信等がほぼ途絶された

状況で調査を行い、離島災害における復旧の物

資補給、情報伝達の困難さを体感した。わが国

の離島で地震災害が発生した場合も同様のリス

クがある。ここに、困難な状況での調査を支援

して頂いた各位にお礼申し上げる。
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１．災害の概況

2010年7月16日広島県庄原市では梅雨末期の

豪雨により、市内川北町などにおいて土砂災害

が集中的に発生し、死者１名、全壊13戸などの

被害を発生した。

このため、災害直後の18日と19日に被災拡大

防 止などに 関し て緊 急災害対 策派遣 隊

（TEC-FORCE）の高度技術指導班（土砂流出の危

険性調査）として広島県に技術指導を行うとと

もに土砂災害の実態を調査した。

ヘリ調査：被災地全域（7月18日）

現地踏査：大戸川流域（7月18日、19日）

篠堂川流域（7月19日）

２．集中発生した表層崩壊

江の川水系西城川の支川である篠堂川、大戸

川流域に崩壊が集中して発生し、多量の土砂が

流出したことで、篠堂川で河床が5m程度上昇し

て集落に被害を生じる等の被害を生じている。

これらの崩壊は約30km2の範囲に集中し、崩壊

面積率は約4.2%に達した。その大多数は崩壊深

の小さな表層崩壊であり、地質条件や植生にか

かわらず発生していることが特徴である。

３．降雨の特徴

6月13日から7月15日までの庄原の雨量は

547mmに達し、その約半分は被災前5日間に集中

していた。当日は16時まで降雨がなかったが、

16時からの3時間に大戸観測所で173mmを観測し

ている。被災地域内ではさらに強い降雨があっ

た可能性があり、降雨開始1時間後の17時頃には

土砂による被災が始まっている。

気象庁のレーダー解析雨量の分布から判断し

ても、局所的な豪雨であり、被災箇所や崩壊が

狭い範囲に集中していることと整合している。

2009年に発生した山口県防府市の土石流災害

でも、同様の豪雨により土砂災害が集中発生し

ている。このような災害に備えるためにも、短

時間豪雨による土砂災害の発生メカニズムを研

究していく予定である。

４．TEC-FORCEとしての技術指導

今回の災害は、狭い範囲に非常に数多くの崩

壊・土石流が発生しているのが特徴であり、現

地調査の結果を踏まえ、広島県に対して以下の

内容の技術指導を実施した。

①篠堂川、大戸川には、本川の河床に大量の土

砂が堆積しているとともに、その支川である渓

流にも大量の不安定土砂が堆積しており、これ

らの土砂が、今後、比較的弱い雨であっても二

次的に流出する危険性があり、警戒が必要であ

るとともに、下流への影響に応じて、いち早く

撤去するなどの対応が望まれる。

②今後、被害のあった家屋への一時帰宅、緊急

工事を行う際には、避難基準雨量の設定等適切

な警戒避難体制を確保する必要がある。

写真 篠堂川における崩壊、土石流の発生状況




